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一
六

註
維
摩
経

の
羅
什
説
に
つ
い
て

橋

本

芳

契

維
摩
経
が
鳩
摩
羅
什
 
K
u
m
a
r
a
j
i
v
a
 

(A
.D
.
 
3
4
4
-
4
0
9
)
 

に
よ
り
漢

訳
さ
れ
、
『維
摩
詰
所
説
経
』
三
巻
と
な
つ
て
世
に
出
た
の
は
後
秦
弘

始
八
年
 
(A
.
 
D
.
 
4
0
6
)
、

五
世
紀
当
初

で
あ
る
。
併
し
そ
れ
以
前
中
国

に
は
既
に
維
摩
経
が
伝
わ
つ
て
お
り
、
呉

の
支
謙
訳

『
仏
説
維
摩
詰

経
』
八
現
存
)
は
じ
め
数
種

の
翻
訳
で
そ
の
研
究
も
進
め
ら
れ
始
め
て
は

い
た
が
、
訳
語
の
未
熟
訳
文
の
晦
渋
さ
等

の
理
由
か
ら
ま
だ
十
分
な
普

(
1
)

及
を
見
な
い
で
い
た
。
他
方
羅
什
の
の
ち
更
に
二
百
五
十
年
に
し
て
唐

の
玄
突

(A
.
 
D
.
 
6
0
0
-
6
6
4
)
 

が
同
じ
維
摩
経
 V
im
a
l
a
k
i
r
t
i
-
n
i
r
d
e
s
a
 

に

つ
き
新
訳

『
説
無
垢
称
経
』
六
巻
を
成
し
た
が
、
そ
の
弟
子
窺
基
の
こ

の
新
訳
経
に
対
す
る
註
疏

『
説
無
垢
称
経
疏
』
十
二
巻
が
あ
る
以
外
で

は
、
維
摩
経
に
対
す
る
中
国
乃
至
日
本
で
の
研
究
者
註
釈
者
は
共
通
し

て
羅
什
訳

を
基
底
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
而
も
訳
者
羅
什
そ
の
人
の

原
経
に
対
す
る
思
想
的
見
解
を
も
優
先
収
容
し
た
註
維
摩
経

(正
確
に

は

『注
維
摩
詰
経
』
)
の
あ
つ
た
こ
と
が
、
維
摩
経
を
そ
の
羅
什
訳
本

で

(
2
)

普
及
さ
せ
る

こ
と
の
最
大
原
因
の

一
つ
と
な
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
然

る
に
現
行
註
維
摩
経

(略
し
て
註
維
摩
、
以
下
こ
れ
に
従
う
)
は
十
巻
で
あ

り
、
「
後
秦
僧
肇
撰
」
と
標
記
し
、
初
め
に
僧
肇

の
経
序
を
載
せ

て
か

ら
本
文
に
入
る
の
で
あ
る
が
、
経
録
類
を
参
照
す
る
と
註
維
摩
と
称
さ

れ
る
も
の
は
、
必
ら
ず
し
も
現
形

一
式
で
は
な
か

つ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
ま
ず

『
出
三
蔵
記
集
』
に
は
三
種
の
維
摩
経
序
を
載
せ
て
い
る
の

で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の

一
つ
が
現
在
の
註
維
摩
に
収
ま

つ
た
僧
肇

の
も

(3
)

の
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
本
文
に
入
つ
て
現
形
註

維
摩

は
、
日
羅

什

説
、
口
僧
肇
説
、
国
竺
道
生
説
の
順
で

一
経
全
文
を
二
四
八
八
句
に
し

た

一
句

一
句
に
つ
い
て
註
釈
し
て
い
る
が
、
当
初
か
ら
果
し
て
こ
の
形

(4
)

の
ま
ま
で
あ

つ
た
か
に
は
疑
問
が
あ
る
。
羅
什
門
下
三
千
の
弟
子
中
、

関
中
の
四
哲
も
し
く
は
四
聖

は
僧
叡
、
僧
肇
、
道

生
、
道
融

で
あ
る

が
、
同
じ
く

『
出
三
蔵
記
集
』
に
収
ま
つ
た

「
鳩
摩
羅
什
伝
」
そ
の
他

に
参
照
す
る
に
、
僧
叡
、
道
融
も
み
な
す
ぐ
れ
た
仏
教
学
者
で
、
当
然

に
僧
肇
、
道
生
に
劣
ら
ぬ
維
摩
経
理
解
者

で
あ

つ
た
こ
と
が
察
知
さ
れ

(5
)
る
。
然
る
に
も
拘
ら
ず
、
僧
肇
以
外
の
者
の
名
で
註
維
摩
が
伝
承
さ
れ

得
な
か
つ
た
の
は
そ
の
理
由
が
ど
こ
に
あ
る
で
あ
ろ
う
。

い
ま
試
み
に

経
録
を
そ
の
成
立
順
に
追
う
て
い
く
と
、
『
衆
経

目
録
』
巻
六
に

は
、
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日

「維
摩
経
注
解
」
三
巻
、
(羅
什
)
、
口

「
維
摩

詰
経
序
」

一
巻

(釈

僧
叡
)
を
出
し
、
『
大
唐
内
典
録
』
巻
十
に
は
、
国

「注
維
摩
詰
経
」
五

巻
、
四

「
注
維
摩
経
」
、
田

「抄
維
摩
詰
経
」
二
六
巻
等
の
あ

つ
た
こ

と
を
記
し
、
ま
た

『
轍
煙
本
古
逸
経
論
章
疏
並
古
写
経
目
録
』
に
は
、

因

「
注
維
摩
経
」
以
下
多
数

の
現
存
浄
名
経
関
中
釈
の
こ
と
を
登
録
し

(6
)

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
羅
什
訳
維
摩
は
そ
の
成
立
当
初
以
来
、
繰
返
し

研
究
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、

一
方
で
は
ま
た

「維
摩
変
」
と
し
て

の
普
及
や
そ
の
民
衆
的
感
化
の
あ

つ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
、
凡
て
そ
れ

ら
の
基
本

と
な

つ
た

『
維
摩
詰
所
説
経
』
の
思
想
的
宗
教
的
も
し
く
は

(7
)

文
化
的
影
響
の
極
め
て
大
き
い
こ
と
が
分
か
る
。

一
,方
、
上
掲

『
出
三

蔵
記
集
』
所
収

「鳩
摩
羅
什
伝
」
に
は
羅
什
の
著
作
と
し
て
も

と

(高

麗
本
)
『実

相
論
』
二
巻
の
あ

つ
た
こ
と
だ
け
を
記
し
、
註
維
摩
の
こ
と

は
出
て
い
な
か

つ
た
の
に
、
宋
元
明
三
本
で
は

「並
び
に
注
維
摩
」
と

(
8
)

し
て
こ
れ
を
追
加
記
入
し
て
い
る
。

こ
れ
な
ど
も
、
註
維
摩
が
維
摩
経

の
理
解
と
普
及
に
不
可
欠
に
な
つ
て
き
た
歴
史
的
社
会
的
事
情
を
反
映

し
た
も
の
と
解
し
て
よ
い
。

次
に
注
意
し
た
い
の
は
、
註
維
摩
に

「別
本
」
の
名
で
羅
什
以
前
の

古
訳
維
摩
参
照

の
あ
つ
た
こ
と
が
示
さ
れ
、
他
方

「梵
本
」
の
名
で
直

接
同
経
の
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
原
本
の
字
句
を
羅
什
が
指
摘
し
た
こ
と
の

表
示
が
見

え
る
こ
と
で
あ
る
。
而
も

「
梵
本
」
指
摘
は
必
ら
ず
羅
什
説

の
後
段
に
お
い
て
で
あ
る
に
反
し
、
「別
本
」
の
表
示

は
、
僧
肇

説

の

後
段
で
、
特
に
そ
の
揚
合
に
限
り
逆
転
し
て
同

一
経
句
に
対
す
る
註
解

の
順
は
羅
什
説
が
僧
肇
説
の
あ
と
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
羅
什
が
彼
以

前
の
訳
語
訳
本
、
従
つ
て
翻
訳
者
を
尊
重
し
た
証
拠
と
言
え
ま
い
か
。

な
お

「
別
本
」
「梵
本
」
両
者
が

一
箇
所
に
併
出

す
る
の
は
五
回

で
、

う
ち
四
回
ま
で
が
仏
国
晶

(他
の
一
回
は
観
衆
生
品
)
で
あ

つ
た

の
は
、

同
晶
教
理
の
高
さ
若
し
く
は
難
解
さ
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

つ
い
で
乍

ら

「
別
本
」
だ
け
と
し
て
は
十
八
回
、
同
じ
く

「梵
本
」
だ
け
と
し
て

は
十
九
回
、
以
上
累
計
四
十
六
回
と
な
る
。
併
せ
て
僧
肇

の
維
摩
経
漢

(9
)

訳
業
に
お
け
る
殊
勲
を
理
解
す
べ
き
で
あ
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。

註
維
摩
本
文
に
お
け
る
羅
什
説
は
、
日
維
摩
経
全
体
を
羅
什
が
ど
う

理
解
し
て
い
た
か
、

い
わ
ゆ
る
羅
什
の
維
摩
経
観
と
、
口
羅
什
所
説
に

終
始

一
貫
し
て
見
ら
れ
る
思
想
的
視
点
、
も
し
く
は
そ
の
立
場

つ
ま
り

羅
什
の
仏
教
的
立
場
と
の
二
つ
が
特
に
そ
の
注
目
す
べ
き
こ
と
が
ら
と

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
維
摩
経
観
に
つ
い
て
言
う
と
、
次
の
如
く

一
経
を
前
後
に

「
浄
国
の
会
」
と

「問
疾
の
会
」

と
の
二
つ
に
し
て
見

て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ち
に
諸
家
が

「奄
羅
樹

会
」
お
よ
び

「
方
丈

会
」
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
「浄
国
会
」
(浄
国

の
集
と
も
い
う
)
や

「問
疾
会
」

の
見
方
や
捉
え
方
は
よ
り
多
く
教
理
内
容

の
実
際
に
即
し

て
い
る
と
言
え
る
。
ま
ず
維
摩
に
つ
い
て
述
べ
る

の
で
あ
る
が
、
こ
の

人
が

「
浄
国
」

の
大
会
に
不
参
加
で
あ

つ
た
こ
と
が

「問
疾
」

の
会
を

起
さ
せ
た
所
以
で
あ
り
、
そ
こ
に
彼
の
大
方
便
が
あ
り
そ
の
所
説
が

一

経
の
主
内
容
な
の
で
彼

の
名
を
出
だ
し
て
経
題
に
し
た
も

の
と
説
明
す

る
。
三
段
の
順
序
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

註
維
摩
経

の
羅
什
説

に

つ
い
て
 
(
橋

本
)
 

一
七
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註
維
摩
経

の
羅
什
説

に
つ
い
て
 
(
橋

本
)
 

一
八

〔経
〕

維
摩
詰
所
説
。

ワ

ク

ト

ハ

◎
ニ

ハ

イ

ト

チ

ノ

リ

〔註
〕

什
日
、
日
維
摩
詰
、

秦

言
二浄
名

↓
即

五

百

童

子
之

一
也
。
従
二
妙

セ
リ

ノ

ニ

ニ

ネ
ク

ニ

ラ
ソ
ト

ニ

ス

ワ
シ

ノ

ヲ

テ
オ
サ
ン
ト

喜
国

-
来
-
遊
此
境

幻
所
応
既
周

将
三還

二
本
土

↓
欲
下
顕

二其
淳

徳

一以
沢
中

ヲ

ワ
ス
ニ

ヲ

ル

ヲ

ハ

ラ
ズ

リ

シ
エ

ニ

ジ
テ

ニ

ラ
シ
メ

ニ

モ

リ

カ

群
生
加
顕

レ
迹
悟

レ時
、

要

必

有
レ
由
。
故
命

二
同
志

一詣

レ仏
、
而
独
不
レ
行
。

リ

レ
バ

カ

チ

ル

ノ

ナ
ル
ヲ

ヲ

テ

ル
ト
ナ
ラ
バ

ヲ

ノ

ハ

ニ

イ

ニ

リ

独
不
レ
行
則
知
二其

疾
一也
。

何

以
知

レ之
、

同
志

五
百
、
共

遵
二
大
道
↓
至
ニ

メ

ヲ

ム
ル
ニ

ヲ

ラ
ズ

ナ
リ

ハ

ノ

ナ
ル

ニ
シ
テ

モ

ル
ハ

於
進
レ徳
修
マ
善
、
動
静
必

倶
。
口
今
浄
国
之
会
、
業
之
大

者
、
而
不
二同

セ

カ

ス

ノ

ル
ヲ

ル
ガ

ニ

リ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ハ

ヘ

リ

ニ

挙

州
明
二
其
有
マ疾
。

有
レ疾
故
有

二間
疾
之
会
幻
問
疾
之

会
、
由

二
浄
国
之
集

↓

ノ

ハ
ヘ
ル

ヘ

ヘ

ノ

ヘ

ヘ

ニ

レ
バ

チ

ノ

ノ

ノ

ハ

ト
ユ

リ

ル

シ

ラ

イ
テ

浄
国
之
集
由
二浄
名

方
便
鱒然

則
此
経
始
終
所
由
良

有
レ在
也
。
国
若
自
説

モ

ズ
レ
バ

チ

ハ

ウ
シ

ヲ

ラ

ヅ
キ
テ

モ

ヌ
ン
バ

チ

ハ

ル

ニ

ヌ
ル
ガ

ノ

ヲ

ル

ニ

而
観

則
衆
聖
斉
レ功
、
自
本

而
尋

則
功
由
二浄
名
幻
原
二
其
所
マ由
故
、

ウ

ノ

ト

(
1
0
)

日
二維
摩
詰
所
説
一也
。

と
。
続

い
て
、
経

の
亦
名
に
つ
い
て
も
次
の
如
く
加
註
す
る
。

ニ

ヅ
ク

ト

〔経
〕

一
名
二不
可
思
議
解
脱
殉

ワ
ク

ヅ
ケ

ト

ヅ
ク

ト

イ
ハ

メ

メ
テ

ヲ

メ

ヲ

イ
ハ

〔註
〕

什

日
、
日
亦
名
二
三
昧

哨
亦
名
二神
足

幻
或

令

二脩

レ
短
改
7
度
、
或

巨

レ

イ

ニ

テ

ニ

ニ
シ
テ

シ

ナ
ル
ガ

ニ

ヅ
ク

ト

細
相
容
、
変
化
随
レ意
、
於
レ法
自
在
、
解
脱
無
擬

故
、
名
二解
脱
鱒
口
能

バ

ク
ス
ル
モ

モ

ハ

ル
ガ

ラ

ヲ

ニ

ウ

ト

ワ
ク

ノ

ハ

ハ

チ

者
能

然
物
不
レ
知
二
所
以

酬故
、

日
二
不
思
議

↓
日

亦

云
、

法
身

大
士
念

即

イ

ニ

ル

リ
テ

ニ

モ

ク
セ

ニ

ヲ

ノ

ナ
リ

ニ

ウ

随
レ
応
、

不
下
入
二
禅
定

一然
能
上
也
。

心
得
二自
在

嚇
不

為
不
能
所
縛
、

故
日
ニ

ト

シ

ニ

サ
バ

ヲ

チ

キ

ニ

ケ
ソ

テ

ル

ヲ

ニ

ジ
テ

ニ

エ
バ

解
脱

一也
。

若
直

明
二
法
空

↓
則
乖
ご於
常
習

肖
無

二
以
取

フ
信
。

故

現
レ
物
随

ニ

ニ

ス

ニ

キ
ヲ

ニ

ク
バ

チ

ノ

ナ
リ

ハ

ル
ガ

ノ

ヲ

心
変

納
明
三
物
無
二
定
性
殉
物
無
二
定
性
↓
則
共
性
虚

 
。

菩
薩
得
二
其
無
定

ー

ニ

ム

ヲ
シ
テ

ワ

ニ

チ

ハ

チ

ノ

ナ
リ

ニ

ワ
サ
ン
ト

ヲ

ニ

故
、

令
三
物

随

二
心
転
殉
則
不
思
議

乃
空
之
明
証
。

将

レ
顕
二

理
宗
一故
、

テ
ス
ー

ノ

ト
 (1
1
)
 

ル
ガ

以

為

二
経

之
標

一
也
。

と
。

即

ち
日

は

解

脱
 
v
i
m
o
k
s
a
 

に

つ

い

て
で

あ

り
、

口

は
不

思

議
 
(
不

可
思
議
)
 a
c
i
n
t
y
a
 

に

つ
い

て

で
あ

る
。

こ

の
よ

う

に

羅

什

が

維

摩

経

を

一
方

で
は

維

摩

詰

と

い
う

「
人

」

中

心

に
見

て

い
き
、

他

方

で

は
不

思

議
解
脱
と
い
う

「
法
」
本
位
に
見
よ
う
と
し
た
そ

の
経
観
は
、

こ
の
の

ち
な
が
く
諸
家
の
維
摩
経
註
釈
の
基
本
と
な
つ
た
も
の
で
、
そ
の
思
想

(

1
2
)

史
的
意
義
は
大
き
い
。

続

い
て
羅
什
説
に

一
貫
し
て
見
ら
れ
る
思
想
的
立
場
で
あ
る
。

こ
れ

は

「実
相
」
の

一
語

で
尽
く
さ
れ
た
も
の
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

即
ち
羅

什
は
例
え
ば
弟
子
品
第
三
中
、
第
六
の
迦
旋
延
 
M
a
h
a
k
a
t
y
a
y
a
m
 

の

段
に
つ
い
て
そ
の

「実
相
法
を
説
く
」
の
経
句
に
深
く
着
意
し
て
次
の

(
1
3
)

ご
と

風

述

べ

て

い
る
。

ニ

ハ

リ

イ

テ

ニ

ワ

ク

ヨ

カ

レ

ト

テ

ノ

ヲ

ク

コ
ト

〔経
〕

時
維
摩
詰

来
謂
レ我

言
、

唯
迦
栴
延
、

無
下
以
二
生
滅

心
行

一説
中

実

柵
蛋

ワ
ク

シ

ク
バ

チ

シ

ク
バ

チ

ル

ニ

〔註
〕

什

日
、
若

無
二
生
滅

蝋
則
無
二
行
処
幻

無
二
行
処

肖

乃
至
二
実
相

-
也
。

ル
ガ

ノ

テ

ヲ

ス
ニ

ト

ニ

リ
テ

イ

ヵ
レ
ト

テ

ヲ

ク
コ
ト

ノ

ヲ

ジ
テ

ト
ス
ル

因

下
其
以
二
生
滅

一為
占
実
故
、
議

言
レ
無
下
以
二
生
滅

一説
中

実
相
法
か
通

非
ニ

ノ

ヲ

下
五
句
一也
。

以
下
そ
の
五
句
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。

ヨ

ハ

ゼ

セ

レ

ノ

ナ
リ

〔経
〕

迦
旋
延
、
諸
法
畢
寛
不
レ生
不
レ滅
、
是
無
常
義
。
…
…
田
無
常
の
義

ワ
ク

ソ

カ
バ

ヲ

チ

ズ

ク

ヲ

ハ

チ

ノ

ナ
リ

ヘ

ヘ

ハ
ヘ

チ

〔註
〕

什
日
、
凡
説
レ空
、
則
先
説
二無
常
殉
無
常
則
空
之
初
門
。
初
門

則

ヘ

イ

ヘ

ヲ

ヘ

ヘ

ト

ヘ

ヘ

ハ

チ

ウ

ヲ

ト

ハ

モ

ジ

ト

モ

テ

ヲ

ス

ヲ

謂
二
之

無
常

肖
畢

寛

則
謂
二
之
空
幻

旨

趣
錐
レ
同
、

而
以
二精
鹿

一為

二浅

深

一

ナ
ル

ヲ

テ

ウ
ト
ナ
レ
バ

ヲ

ケ
バ

ヲ

チ

ウ

ニ

ト

ナ
レ
バ

チ

テ

リ

者

也
。
何
以
言

レ之
、

説

一一無
常

一則

云
二念
念
不
住
殉

不
住

則
以
有
ニ

モ

ル
ト

ノ

ヲ

モ

ダ

サ

ヲ

レ

ノ

ナ
ル

ダ

ラ

ノ

ニ

繋
住

↓
錐
レ
去

二其

久
住

一而
未
レ
明
二
無
住
鱒

是
鹿
無
常

耳
。

未
レ造

二其

極

ー

ノ

シ

メ
バ

セ

チ

ニ

ニ

ス

シ

シ

ニ

セ
バ

チ

ニ

シ

也
。
今
此

一
念
、
若
令
二繋
住
↓
則
後
亦
応
レ住
。
若
今
住
後
住
、
則
始
終
無

昌

キ
ハ

レ
バ

ニ

チ

ラ

テ
シ

ヲ

セ

啓

レ

ナ
リ

ハ

レ変
。

始
終
無
レ
変
、

拠

レ
事
則

不
レ
然
。

以
二住
時

-
不
レ
住
、

所
以
之
滅
。

住

チ

ナ
レ
バ

チ

ノ

ナ
ル

ト

テ

ヲ

ス

ト

ハ

ナ
レ
バ

シ

ケ
レ
バ

チ

即
不
住
、
乃
真
無
常

也
。
本
以
レ住
為
レ有
、
今
無
住

無
レ有
。
無
レ
有
則

ハ

チ

ノ

ナ

ル

ニ

ウ

ハ

レ

ノ

ト

ハ

畢
寛
空
。
畢
寛
空
即
無
常
之
妙
旨

也
。
故
日
二畢
寛
空
是
無
常
義
幻
迦
旋
延
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ダ

ザ

モ

ウ
ハ

ヲ

ト

ラ

グ
モ
ノ

ヲ

未
レ
尽
而
謂
二之
極
一者
、
自
招
二
妄
計
之
議
一也
。

無
常
は
空
の
初
門
で
、
畢
寛
空

こ
そ
真
空

で
あ
る
。
畢
寛
空
な
の
が

無
常

の
妙
旨
で
あ
る
。
無
常
は
畢
寛
空
で
あ
る
と
す
る
。

ハ

セ
バ

ニ
シ
テ

シ

レ

ノ

ナ
リ

〔経
〕

五
受
陰
洞
達
、
空

無
二所
起
殉
是
苦
義
。
…
…
図
苦
の
義

ワ
ク

ハ

ノ

ニ
シ
テ

ナ
ル

シ

ナ
レ
バ

チ

ス
ル
モ

ヲ

ナ
リ

〔註
〕

什

日
、
無
常
壊

法
、

所
二
以
苦

一也
。

若
無
常
鹿

則
、
壊

レ之

亦
鹿
。

ス
ル
モ

ヲ

ナ
レ
バ

チ

ザ
ル

ニ

ノ

ナ
レ
バ

シ

ト
シ
テ

ル

セ

ク
バ

壊

レ
之
亦
髭
、

則
非
二苦
之
極

一
也
。

今
妙
無
常

則

無
二法

不
ツ壊
。

無

ニ

ト
シ
テ

ル

セ

チ

ノ

ル
バ

カ
ラ

ス

ダ
シ
キ
モ
ノ

ノ

ル
バ

カ
ラ

レ
ル

法

不
マ壊
則
法
不
レ可

レ壊
、
苦
之

甚

也
。

法
不
レ
可
レ
得
、
空
之
至

也
。

ラ

ニ
シ
テ

ズ
レ
バ

チ

セ

ナ
ラ

ラ

ニ
シ
テ

ク
ハ

ニ

ノ

ズ
ル

自
無

而
観

則
不
レ壊
、
不
レ苦
。
自
有

而
之
レ散
、
苦
義
所
二以
生
-
也
。

第
二
に
無
常
は
壊
の
法
で
、
し
た
が
つ
て
そ
こ
か
ら
苦
が
生
ず
る
。

い
ま
深
妙

の
無
常
で
あ
る
か
ら
物
と
し
て
壊
し
な
い
も
の
は
な
い
、
物

と
し
て
壊
し
な
い
も
の
が
な
い
と
す
る
と
、
苦
の
甚
だ
し
い
も
の
、
物

の
不
可
得
は
空
の
至
極
で
あ
る
と
す
る
。

ハ

ジ
テ

シ

レ

ノ

ナ
リ

〔経
〕

諸
法
究
寛

無

二所
有

↓
是

空
義
。

…
…
図

空
の
義

ワ
ク

ト

ウ
ハ

ヲ

ス
ル
ナ
リ

テ

ラ
ン
ト

ヲ

ズ

リ
テ

ス
ル
ニ
ハ

ヲ

シ

〔註
〕

什

日
、
本

言
レ
空
、

欲
二

以
遣
マ
有
。

非

二有
去

而
存

マ

空
。

若

リ
テ

セ
バ

ヲ

ザ
ル

ノ

ニ

ノ

ニ

キ
ル
ガ

チ

ノ

ナ
ル

有
去

存
レ空
、
非
二空
之
謂
一也
。
二
法
倶
尽
、
乃
空
義

也
。

第
三
に
本
来
、
空
と
言
う
は
有
執
を
取
り
去
ろ
う
と
し
て
だ
け
で
あ

る
。
折
角
有
が
無
く
な
つ
た
代
り
に
空
を
残
し
た
の
で
は
、
空

の
意
味

が
死
ん
で
し
ま
う
。
有
と
無
の
両
方
と
も
な
く
な
る
の
こ
そ
空
の
本
義

で
あ
る
と
い
う
。

テ

ト

ト
ニ

モ

ナ
ル

レ

ノ

ナ
リ

〔経
〕

於
二我
無
我

一而
不
二
、

是
無
我
義
。

…
…
凶

無
我

の
義

ワ
ク

シ

リ
テ

ヲ

ラ
バ

オ

 タ

ガ
レ

ヲ

ヲ

テ

ル
ト
ナ
ラ
バ

ヲ

〔註
〕

什
日
、
若
去
レ
我
有
二
無
我

↓
猶
未
レ
免

二於
我

一
也
。
何
以
知

レ
之
、

ソ

ウ
ハ

ヲ

チ

ナ
ル

ニ

ワ
ク

リ
ト

ハ

チ

ナ
ル

凡
言
レ我
即
主

也
。
経
云
、
有
三
一十
二
根
幻
二
十
二
根
即
二
十
二
主

也
。

モ

ウ
ト

シ
ト

モ

ゥ

ハ

レ

オ

シ
テ

ヲ

モ

ッ
ル

ヲ

ニ

テ

ト

錐
レ
云
レ
無
二
真
宰

嚇
而
有
二事
用
之
主
殉

是
猶
廃
レ
主
而

立
レ
主
也
。

故
於
二
我

ト
ニ

モ

ル
ハ

ナ
ラ

チ

ナ
ル

無
我
一而
不
レ
ニ
、
乃
無
我

耳
。

第
四
に
も
し
我
を
去
つ
て
代
り
に
無
我
を
あ
ら
し
め
る
よ
う
で
あ
れ

ば
こ
れ
な
お
我
を
捨
て
き
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

お
よ
そ
我
と
い
う
之

き
に
は
主
人
公
で
あ
る
。
仁
王
経
に
二
十
二
根
が
説
か
れ
て
あ
る
が
、

そ
れ
は
二
十
二
の
主
人
公
が
具
わ
つ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

こ
れ
は
な

お
主
を
廃
す
と
は
言
い
乍
ら
別
の
主
を
立
て
る

も

の
で
あ
る
。
そ
れ

故
、

我
と
無
我
と
に
お
い
て
こ
れ
を
二
つ
に
見
な

い
の
こ
そ
本
当
の
無

我

で
あ
る
と
い
う
。

ト

モ

エ

ハ

チ

シ

レ

ノ

ナ

リ

〔経
〕

法
本
不
レ
然
、

今
則

無
レ
滅
、

是
寂
滅

義
。

…
…
図

寂
滅

の
義

ワ

ク

ス

ノ

ヲ

リ

テ

ニ

エ

ス

ニ

リ

ハ

チ

〔註
〕

什

日
、
明

二泥
疸
義

一也
。

由
二
生
死

-
然
尽
、
故

有
レ
滅
。

生
死
即
不

ナ
レ
バ

シ

ノ

ノ

ハ

ノ

ナ
ル

然
、
無
二泥
渣
滅
幻
泥
疸
滅
真
寂
滅

也
。

第
五
に
こ
れ
は
泥
渣
の
義
を
明
か
し
て
、
生
死
に
し
た
が
つ
て
燃
え

つ
く
す
か
ら
滅
が
あ
る
の
で
、
生
死
そ
の
も
の
は
燃
え
な
い
、
し
た
が

つ
て
泥
涯
の
滅
は
な
い
。
泥
疸
と
し
て
の
滅
が
本
当
の
寂
滅
で
あ
る
と

い
う
。
以
上
迦
栴
延
の
有
相
説
法
に
対
し
、
維
摩
詰
が
無
相
実
相
の
真
説
法

で
あ
る
べ
き
こ
と
を
説
い
た

一
段
の
経
説
に
対
す
る
羅
什
説
を
見
た
の

で
あ
る
。

こ
れ
を
内
容
的
に
言
え
ば
羅
什
の
仏
教
説
は

「
実
相
」
観
と

し
て
大
い
に
そ
の
特
色
を
発
揮
し
た
も
の
と
言
え
る
の
で
あ
る
こ

れ

を
羅
什
が
他
の
経
句
解
説
の
上
に
も
示
し
た
事
例
と
し
て
次
の
如
き
を

挙
げ
得
る
で
あ
ろ
う
。

註
維
摩
経
の
羅
什
説

に
つ
い
て
 
(
橋

本
)
 

一
九
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註
維
摩
経

の
羅
什
説

に
つ
い
て
 
(
橋

本
)
 

二
〇

ノ

ニ

ハ

チ

ノ

モ

テ

ウ

ノ

ヲ

レ

ノ

ノ

ナ

リ

日
仏

法
中
、
則
実
相
甘
露

養
二其
慧
命
一
。是
真
甘
露
食

也
。
(仏
道
品
第

(
1
4
)

八
)
…
…
経

「
甘
露
法
之
食
」

の
註

ト

ビ

ト

ト

ハ

ノ

ナ

リ

ノ

モ

リ

ノ

ヲ

ク

コ
ト

ヲ

口
三

蔵
及
雑
蔵
菩
薩
蔵

五
蔵

経

也
。

上
四
蔵
取
二
中
深

義

一説
二
実
相

一

シ

ニ

ル

ス

コ
ト

ヲ

ト

等
。

故
得
レ
為
二

深
経

一也
。

(菩
薩
行
品
第
十
三
)
…
…
経

「
法
供
養
者
、

(
1
5
)

諸
仏
所
説
深
経
」
の
註

ニ

リ

ハ

チ

ノ

ナ
リ

シ

ニ

キ
タ
マ
エ
バ

ヲ

ハ

チ

国

惣

持

有

二無

量

↓
実

相

即

惣

持

之

一
。

若

経

申
説

二

実

相

哨

実

相

即

レ

ナ
リ

テ

ノ

ヲ

ズ
レ
バ

ノ

ヲ

チ

ス

ト

タ

ニイ

ド

ウ
ハ
ト

是

印
。

以

二実

相

印

一封

二

此

経

一則

為

二
深

経

一也
。

復

次

梵
杢

言
レ
相
、

実

ナ
リ

テ

ヲ

ス

ノ

ト

相

也
。

以
二実
相

↓
為
二
経
標
相

ー也
。

(
同
品
)
…
…
経

「陀
羅
尼
印
、

印

(
1
6
)

之
」
の
註

日
は
経
文
に
単
に
甘
露
法
等
と
あ
る
を

「実
相

の
甘
露
」
と
註

し

た
。
口
は
五
蔵
の
経
は
菩
薩
蔵
以
外
、
あ
る
い
は
以
前
の
も
の
で
も
う

ち
に
実
相

の
深
義
を
宿
す
か
ら
等
し
く
深
経
と
言
い
得
る
と
し
た
。
=日

は
陀
羅
尼

(惣
持
)
に
つ
い
て
実
相
も

「印
」
た
る
も

の
で
、
実
相

印

の
当
面
か
ら
す
る
と
維
摩
経
も
深
密
の
経
と
言
え
る
と
す
る
。

こ
の
経

自
体
に
も
、
「
此
の
不
可
思
議
自
在
神
通
決
定
実
相
の
経
典
」
(
法
供
養

品
第
+
三
)
と
標
記
し
、
羅
什
は
こ
れ
を
、
「放
光

〔経
〕
等
に
明
か
す

所
の
実
相
は
広
散
に
し
て
尋
ね
難
し
。
此
の

〔維
摩
〕
経
は
衆
経
の
要

(
1
7
)

義
を
叙
べ
、
明
簡
に
し
て
了
し
易
し
」
と
説
明
し
て
い
る
。

羅
什
の
実
相
真
理
観
に
お
い
て
、
「小
乗
中
に
は
四
諦
を
説

き
、
大

乗
中
に
は

一
諦
を
説
く
。

い
ま
諦
と
言
う
は
是
れ
則
ち

一
諦
な
り
、

一

諦
の
実
相
な
り
」
と
註
し
、
さ
ら
に

「
一
念
に

一
切
法
を
知
る
、
是
れ

道
場
。

一
切
智
を
成
ず
る
が
故
に
」
を
解
し
た
あ
と
に
、
「
大
乗

の
中

に
は
唯
だ

一
念
を
以
て
則
ち
諮
然
大
悟
す
る
が
、

一
切
智
を
具
う
る
な

(
1
8
)

り
」
と
し
て
い
る
。
後
年
、
禅
家

で
特
に
維
摩
を
重
用
し
た
所
以
で
あ

る
。
し
か
し
経
初

(仏
国
品
)
の

「随
其
心
浄
、
則

一
切
功
徳
浄
」
の
文

に

つ
い
て
羅
什
が
、

ト
ハ

テ

ヲ

ズ
ル

ヲ

ニ

タ
バ

チ

ク

ス

ヲ

ニ

直
心
、

以
二
誠
心
一信
二
仏
法

一也
。

信
心
既
立
、

則
能
発
二
行
衆
善
↓
衆

善
既

マ
バ

ノ

タ

シ

ハ

モ

ス
ト

ノ

ヲ

モ

ダ

サ

ノ

積
、

其

心
転
深
。

(中
略
)
上
章
、

難
レ広

二
説

浄
国
行

嚇
而
未
レ
明

二行
之
階

ヲ

ノ

バ

カ
ズ

ニ
シ
テ

ル
ヲ

カ
ラ

ス

シ
ク

ヌ
ル
ニ

ヲ

リ

ム
ユ

ヲ

ル

漸
殉
此
章
、

明
下
至
極
深
広
、

不
レ
可
中
頓
超
加
宜
二
尋

レ
之
有
レ
途
、
履
レ
之
有
マ

ニ

ク

ニ

ノ

ヲ

ム

ニ

ノ

シ

ハ

チ

ナ

ル

(
1
0
)

序
。
故
説
二発
迹
之
始
噴
始
二於
直
心
幻
終
成
之
美
、
則

一
切
浄

也
。

と
し
て
、
誠
心
、
信
仏
法
の
直
心
に
導
か
れ
た
信
行
の
至
極
す
る
と
こ

ろ
、

一
切
浄
の
宗
教
的
究
寛
あ
り
と
し
た
の
も
同
じ
く
実
相
観
に
よ
る

浄
土
説
で
、
羅
什
の
維
摩
経
註
が
、
曇
黛
 
(A
.
D
.
 4
7
6
-
5
4
2
)
 

以
下

の
浄
土
家
に
も
影
響
す
る
所
大
き
い

一
面
の
あ

つ
た
こ
と
を
忘
れ
て
な

ら
な
い
。
現
代
に
お
い
て
も
羅
什
に
宗
教
信
仰

の
念
最
も
深
か
つ
た
こ

(2
0
)

と

が
学

者

に

よ

つ
て
実

証

さ

れ

て

い
る
。

註

維

摩

は
な

お

多
く

の
問

題

を

残

し

て

い
る

が
、

原

経

の
訳

者

羅

什

自

身

の
所

説

を

含

め

た

こ

と

は

大

き
な

特

色

で
あ

り
思

想

史

的

に
も

重

要

な
も

の

で
あ

る
。

1
 
支
謙

が
訳
業

に
従
事

し
た
の
は
黄
武

二
年

2
2
3
から
建
興
二
年

2
5
3
ま

で
の
三
十
年
間

と
さ
れ
る
。

そ
の
間

に
訳

出
さ
れ
た

『
仏
説
維
摩
詰
経
』

(
二
巻
も
し
く
は
三
巻
。

こ
の
分

ち
方

に

つ
い
て
は
拙
著

『
維
摩
経

の
思

想
的
研
究
』
三
四
頁
参
照
)

は
、
従

つ
て
羅
什
訳
維
摩
よ
り
約
百

五
十
年

前
か
ら
世
に
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な

る
。
他

に
厳
仏
調

(
後
漢
。

二
世

紀
後
半
)

の
古
維
摩
詰
、

竺
叔
蘭

(
西
晋
。

同
上
)

の
異
維
摩
詰

も
し
く

は
異
毘
摩
羅
詰
、

竺
法
護
 
D
h
a
r
m
a
r
a
k
s
a
 

(
西
晋
。

三
〇
八
頃

七

十

八
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才
寂
)
 の
維
摩
詰

の
諸
経

お
よ
び
支
敏
度
が
二
九
〇
-
三

〇
七
年

の
間

に

諸
家

の
訳
を
合

繰
し
た
合
維
摩
詰
経
等
が
あ

つ
た

が
、
支
謙
訳

以
外

は
凡

て
伝

わ
ら
な
い
。

ラ
モ
ー
ト
教
授

は
以
上

の
ほ
か
捌
維
摩

轄
 
(
D
b
a
r
m
a
-

r
a
k
s
a
 合
繰
)
、
舐
多

蜜
 
G
i
t
a
m
i
t
r
a
 

所
訳

(
東
晋
代
)

の
維
摩
詰

の
両

経
が
羅
什

以
前

に
あ

つ
た
こ

と
を

記

し

て

い
る
。
(
L
'E
n
s
e
i
g
n
e
m
e
n
t

d
e
 V
i
m
a
l
a
K
i
r
t
i
 

p
a
r
 E
t
i
e
n
n
e
 

L
a
m
o
t
t
e
,
 

p
p
.
 
2
-
8
.
)
。

2
 
大

正
蔵

三
三
巻
所
収

『
注
維
摩
詰
経
』
十
巻
は
、
寛
永
十

八
年

(1
6
4
1
)

刊

宗
教
大
学

(
大
正
大
学
)
蔵
本
を
原
本
と
し
、

こ
れ
を
平

安
時

代
写
大

和
多

武
峯
談
山
神
社
蔵
本
、

貞
享
三
年
 
(
1
6
-
6
)
 

刊
大
谷
大
学

蔵
本

の
両

書

と
対
校

し
た
も
の
。
何

れ
も

日
本
所
蔵
本
で
、
而
も
刊
本
は
共
に
十
七

世
紀

の
も

の
で
あ

る
。

3

『
出
三
蔵
記
集
』
巻
八

に
は

「
維
摩
詰
経
序
」
(
釈
僧
肇
)
、
「
合
維
摩
詰

経
序
」
(
支
敏
度
作
)
、
「
毘
維
羅
堤
経
義

疏
序
」
(
僧
叡
法
師
)

を
載

せ
て

い
る

(
大
正
蔵
五

五
巻
、

五
八
-
五

九
頁
)
。

4
 
羅
什
、

僧
肇
、

道
生
三
師

の
説

の
ほ
か
に
、
道
融
説
が

一
箇
所

に
だ
け

出
る
。

大
正
蔵
本

(
前
述
)

で
は
三
七

一
頁
下
-
三

七
二
頁

上
。

な
お
註

釈
と
言

つ
て
も
三
師

が
経
句

の
す

べ
て
に
対

し
そ
れ
を
な
し
て

い
る
わ
け

で
は
な

い
。
拙
論

「
註
維
摩
詰
経

の
思
想
構
成
」

(『
維
摩
経

の
思

想
的
研

究
』

一
〇
六
ー

一
一
七
頁
)
参
照
。

5

「
鳩
摩
羅
什
伝
」
(
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
十

四
。
大
正

蔵

五

五
巻
、

一
〇

〇
頁

上
-
一

〇
二
頁
上
)
。
中

に
は
、

「時

に
四
方

の
義
学

の
沙

門
、

万
里

を
遠
し
と
せ
ず
し

て

〔集
る
〕
。
名
徳
秀
抜

の
も

の
に
才

暢

の
二

公
、

乃

至
道

恒
、
僧
標
、

僧
叡
、

僧
敦
、

僧
弼
、
僧
肇
等
あ
り
。

三
千
余

僧

〔
そ

の
会
下

に
あ
り
て
〕

稟
訪
精
研
し
、

幽
旨

を
窮
む
る
に

務

め

た

り
」

(
国

訳

一
切
経
、

三
八
二
-
三

頁
。

林
屋
友

次
郎
訳
)
と
あ
り
、

和
訳
者
は

こ

の
う

蔭
才
暢
二
公
と
は
道

生
、
慧
遠

を
指
す
か
と
註

し
て
い
る
。
経
録

に

は
羅
什
伝
と
し
て
他

に
、
「
沙
門
鳩
摩
羅
什
婆
」
(
古

今
訳
経
図
紀
巻

三
、

大
正
蔵

五
五
巻
、

三
五
八
頁
下
ー

三
五
九

頁

下
)
、
「
沙
門

鳩

摩

羅

什
」

(
閉
元
釈
教
録
巻
四
、
大

正
蔵
同
巻
、

五

=
二
頁
下
ー

五

一
六
頁

上
)

な

ど
を
載

せ
る
が
、

こ
と
に
後
者

に
は
、
羅
什

が
道
融

を
推
賞

し
た
こ
と
を

あ
げ
、
「
嘗
聴
秦
僧
道
融
講

新
法
華
、

什
乃
歎
日
、

仏
法
之

興
、

融

其

人

也
」

(
五

一
五
頁
上
)

と
記
し
て
い
る
。
法
華
に

つ
い
て
ば
か

り

で

な

く

維
摩

に

ウ
い
て
も
詳
し
か

つ
た
に
相
違

な
い
。

6
 
H
ぼ

大
正
蔵
五
五
巻
、

一
四
七
頁

上
、
〔
[
は
既
述

『
出
三
蔵
記
集
』
所

収
の
紅

の
を
指
す

べ
く
、

同
頁
下
。

日

は
同
三
三
〇
頁
中
、
圓

は
同
上
頁

下
、

圃

は
同
三
三

一
頁

上
、
丙

は
竜
谷

大
学
所
蔵

(
巻

一
残
欠
)

本
以
下

二
十
部
。

大
正
蔵

「
昭
和
法

宝
総

目
録
」
巻

一
、

一
〇
五
六
頁
下
-
一

〇

五
七
頁

上
参
照
。

7
 
維
摩
変

に
つ
い
て
は
、

谷
信

一
稿

「
変
相
図
」

(
平
凡
社
、

『
世
界

大
百

科
事
典
』
囲

p
.
 
2
4
4
)
,
 
入
矢
義
高

「
変
文
」
(
同
上
、
p
p
.
 
2
5
8
-
2
5
9
)
、

及
び
周
紹
良
編

『
敦
燵
変

文
彙
録
』

増
訂
本

(
一
九
六
九
年
十
月
、

香
港

宏
智
書
店
)
所
収
、

「
維
摩
経
押
座
文
、

同
菩
薩

品

変

文
甲

乙
、
維
摩
経

問
疾
品
変
文
」

(
同
書

p
p
.
 23
-
9
1
)
 

参
照
。

8
 
大
正
蔵
五
五
巻
、

一
〇

一
頁
下

並
に
欄
外
註
参
照
。

9
 
菩
薩
行
品

「
有
以
仏
衣
服
臥
具
而
作
仏
事
」

の
経

句

註

に
、
「
什

日
、

昔
閻
浮
提
王
、

得
仏
大
衣
、

時
世
疾
疫
。

王
以
衣
著
標

上
、
以
示
衆
人
。

帰
命
病
皆
得
愈
、

信
敬
益
深
、

因
是
解
脱
。

此
其
類

也
」

と
し
た
あ

と
、

「
肇
注
、
同
」

(大
正
蔵
三
三
巻
、

四

一
〇
頁

上
)

と
あ

る

の

は
、
明

ら

か
に
羅
什
註

と
僧
肇
註

と
が
も
と
別
行

し
て
い
た

こ

と

の
証

拠

と
な

ろ

う
。

註
維
摩
経

の
羅
什
説

に
つ
い
て
 
(
橋

本
)
 

二

一
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註
維
摩
経

の
羅
什
説

に

つ
い
て
 
(
橋

本
)
 

二
二

10
 
大
正
蔵
三
三
巻
、

三
二
七
頁

中
-
下
。

11
 

同
、

三
二
七
頁
下
。

12
 

た
と
え
ば
羅
什

に
お
く
れ
る

こ
と
二
百
余
年
に

な

る

わ

が

聖

徳

太
子

(A
.
 D
.
 57
-
6
2
1
)
 

の

『
維
摩
経
義
疏
』
総
序

に
お

い
て

も
、

「
維

摩

詰

者
、

乃
是

已
登

正
覚
之
大
聖
也
。

(中
略
)

一
名
不
思
議

解

脱
者
、

解
脱

是

八
地

以
上
権
実

二
智

(
下
略
)
」

と
し
、
そ

の
結
び
に

は

「
此

経
有

二

名
。
上
言
維
摩
詰
、
以
人
名
為
目
。
下
言
不
思
議
解
脱
、
以
法
為
題
。
重

上
人
名
故
、

於
法
謂
之

一
」

(
明
治
三
十
年
五
月
、
島

田
蕃

根
本
、
巻

一
、

一
頁
)

と
言

つ
て
思
想
内
容
に
は
進
展
を
示
し
乍
ら
も
、

そ
の
形

式
は
羅

什

の
跡
を
追

つ
て

い
る
。
因

み
に
太
子
維
摩
疏
に
は
前
後
十

八
回
、
註
維

摩
を
引
く
が
、

何
れ
も

「
肇
法
師

云
」
と
し
て
で
あ
り
、
而

も
他
師
説

か

ら

の
引
用
は
な
い
。

こ
れ
な
ど
も
肇
註
単
独
行

の

一
証

と
な

り
得

よ
う
。

13
 

大
正
蔵

三
八
巻
、

三
五
三
頁
中
ー

三
五
四
頁
下
。

14
 
同
、

三
九

五
頁

上
。

15
 
同
、

四

一
五
頁

上
。

16
 

同
、

四

一
五
頁
下
。

17
 

同
、

四

=
二
頁
下

「
四

一
四
頁

上
。

18
 

同
、

三
六
五
頁
上
、

(
菩
薩
品
)
。

19
 

同
、

三
三
七
頁
上
。

20
 

宇
井
伯
寿

『
大
乗
仏
典

の
研
究
』

八
八
七
頁
参
照
。

補

註

註
維
摩

の
道
生
説
 
(
昭
47
・
1
0
・
2
2
日本
宗
教
学
会
駒
大
大
会
)
 は

関
連

発
表
。

羅
什
訳

の
優
れ
た

こ
と
大
鹿
実
秋

「
維
摩
経
に
お
け

る
玄
突

訳

の
特
質
」

(『
仏
教
思
想
論
叢
』
所
収
、

昭
47
)
 参
照
。

〔昭
和

47
年
度
文

部
省
科
学
研
究
費

に
よ
る
研
究
成
果

の

一
部
〕
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